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はじめに

　博学連携教員研修ワークショップは2005年にはじまり，10年間継続された。本書はそ
の成果報告であり，次の取り組みに向けてさらなる展望を開こうとするものである。多
くの方々の協力のおかげで，本ワークショップは100人前後の参加者と40人ほどのスタッ
フがつくりあげる国立民族学博物館（以下，民博）の伝統のひとつになった。
　振り返ってみると，実に多彩なプログラムが用意され，すぐに教育現場で役立つもの
もあれば，じっくり思考を練り上げるものまで，豊かな内容に満ちていた。ワークショッ
プ自体は基本的に1 日がかりだったが，その準備のために前日から大勢のスタッフが全
国から駆けつけてくれた。
　スタッフの中核は民博の共同研究「国立民族学博物館を活用した異文化理解教育のプ
ログラム開発」（研究代表者：森茂岳雄，2003年度～2004年度）のメンバーで占められ
た。というのも，ワークショップ自体が共同研究の副産物として誕生したからである。
共同研究は報告書の形でのまとまった成果（森茂岳雄編『国立民族学博物館を活用した
異文化理解教育のプログラム開発』（国立民族学博物館調査報告56，2005年）にくわえ，
エントランスホールにおいて実践から生まれた子どもたちの作品を展示した企画展「学
校がみんぱくと出会ったら―博学連携の学びと子どもたちの作品展―」が開催された。
さらにその関連で博学連携教員研修ワークショップが開催され，翌年からはワークショッ
プだけが独立して開催されるようになったのである。
　本報告書の目的は，10年間継続された博学連携教員研修ワークショップについて，そ
の成果や問題点，反省点を明らかにすることである。そのため，本報告書は3 部構成を
とり，各部にはそれぞれガイダンスをつけ，成果と問題点を提示している。
　第1 部は「博学連携への扉」と題し，総論とも言うべき位置づけをあたえている。そ
こにはワークショップとともに行われた講演をもとにした論考も含まれている。第2 部
は「教員研修ワークショップ」という表題のもと，午後におこなわれた2 時間ほどの分
科会の実践を担当者が報告している。そこには協力者や参加者のコメントもあわせて掲
載されている。第3 部は「ワークショップをふりかえる」と題し，当日の「ふりかえり」
を俎上にのせている。ワークショップはやりっぱなしではなく，教育の実をあげるには

「ふりかえり」が大切であると認識されているからである。そして最後に，編者による座
談会を開催し，問題点や反省点について自由に述べあっている。資料編としては，10年
間のワークショップのプログラムと会場の写真を収録した。
　ただし，午前におこなわれた講演，ならびに午後のワークショップのすべてが取り上
げられているわけではない。みんぱくミュージアムパートナーズ（MMP）などによる博
学連携の実践報告も割愛されている。予定しながら，諸般の事情で掲載に至らなかった
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ものもある。
　なお，第4 回までの記録はすでに中牧弘允・森茂岳雄・多田孝志編『学校と博物館で
つくる国際理解教育―新しい学びをデザインする』（明石書店，2009年）として公刊し
ている。そのため本報告書は，その続編の役割を担っている。しかし，ただの続編では
ない。本報告書は，これまでにはなかった新しい視点が加えられ，それが本報告書の特
徴となっている。
　博学連携教員ワークショップの運営において，大きく変わったことは，第4 回目以降，
運営メンバーに上羽陽子（国立民族学博物館）が加わったことである。上羽は，第4 回
目から実務参加し，第8 回目からは代表を務め，ワークショップ実践に対する問題点に
注目し，それらをスタッフ全員で共有することや反省することに重きをおいてきた。本
報告書は，それらを踏まえて構成されている。
　これまでの報告書は，実践者によるワークショップの報告が主であったが，そのような
報告は，時に客観性に欠けることもある。そこで，本報告書では，すべてのワークショッ
プ実践報告に対して，協力した立場から，民博教員を中心にコメントを付けている。な
かには，研究者からの厳しい意見も明記されているが，このようなコメントは，ワーク
ショップ運営において，スタッフ全員による共有やふりかえりがあったからこそ生まれ
たものである。計15本のコメントを掲載したことは，今後のワークショップ実践を考え
る上で貴重な資料となり，本報告書の資料的価値を上げている。
　加えて新しい点は，これまでの報告書にはなかった「ワークショップをふりかえる（第
3 部）」を設けたことである。スタッフは回を重ねるなかで，「ふりかえり」の重要性を
認識し，運営において重要視してきた。10年間実施した，「ふりかえり」を議論の俎上に
あげていることも本書の特徴のひとつである。
　さらに，運営を支えてきた編者5 名による座談会の記録を加えたことが，本報告書の
独自性を高めている。ここでは，途中から運営に参加した上羽の意見も加えて，10年間
のワークショップの問題点を建設的に議論している。座談会というインタラクティブな
形で問題点を洗い出し，提示していることは，本報告書刊行の意義のひとつでもある。　　
　本報告書を土台にして，学校と博物館との連携の在り方についての議論と研究が，新
たに始動することを願っている。

　2016年 5 月
 編者一同
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第1回プログラム　【2005年 8 月 4 日】

時　間 項　　目 担当者 所　　属
〈1 部〉 講演とミュージアムツアー

10：30 開会挨拶 松園万亀雄
米田　伸次

国立民族学博物館長
日本国際理解教育学会会長

10：40‒11：00 提案
　「国際理解教育における博学連携の意義と可能性」

森茂　岳雄 中央大学

11：00‒12：00 民博の研究者によるミュージアムツアー
アメリカ展示

中牧　弘允
八杉　佳穂

国立民族学博物館
国立民族学博物館

12：00‒13：00 昼食＆休憩
〈2 部〉 ワークショップ

13：00‒15：30

ワークショップ　Ⅰ：小学校部会
①砂絵を描こう 中山　京子 京都ノートルダム女子大学
②太鼓を探そう 居城　勝彦 東京学芸大学附属世田谷小学校
③お面で表現 佐藤　優香

八代　健志
国立歴史民俗博物館
茨木市立葦原小学校

ワークショップ　Ⅱ：中学校部会
①博物館独自の学び
② 博物館独自の学びを実感するために博物館をつく

る
③ 竹製レイン・ツリーづくり
　―博物館の学びを実感

今田　晃一
木村　慶太
石井　洋一

文教大学
立命館守山中学校・高等学校
東大阪市弥刀中学校

④ワークショップの感想から
⑤新しい研修のあり方として
ワークショップ　Ⅲ：高等学校部会
国立民族学博物館の展示場を活用した課題レポート
作りの指導方法

田尻　信壹
柴田　　元

富山大学
大阪府立豊島高等学校

15：30‒16：00 まとめと講評 多田　孝志 日本国際理解教育学会実践委員会委員長
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■ 2005年  

写真1 　民博展示場を活用した課題レポート作りの指導方法

写真2 　砂絵を描こう
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写真4 　お面で表現

写真3 　竹製レイン・ツリーづくり
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第2回プログラム　【2006年 7 月31日】

時　間 項　　目 担当者 所　　属
〈1 部〉 講演とミュージアムツアー

10：30 開会挨拶 松園万亀雄
米田　伸次

国立民族学博物館長
日本国際理解教育学会会長

10：40‒11：00 国際理解教育の学びを『ひろげる』『つなげる』
―博学連携の意義と可能性―

森茂　岳雄 中央大学

11：00‒11：15 仮面を使った教材開発の試み
―博学連携事例―

佐藤　優香
八代　健志

国立歴史民俗博物館
茨木市立葦原小学校

11：15‒11：35 経験のパブリッシング 上田　信行 同志社女子大学

11：35‒12：15 民博の教員による仮面ギャラリートーク 中牧　弘允
林　　勲男

国立民族学博物館
国立民族学博物館

12：15‒13：15 昼食＆民博展示自由見学
〈2 部〉 ワークショップ

13：15‒15：15

①みんぱくでパーム油と出会ったら!? 藤原　孝章
八杉　佳穂

同志社女子大学
国立民族学博物館

②なりきりフォルクローレ 居城　勝彦
山本　紀夫

東京学芸大学附属世田谷小学校
国立民族学博物館

③仮面をつくってかたって国際理解 八代　健志
秋山　明之
𠮷田　憲司

茨木市立葦原小学校
神戸市立楠高等学校
国立民族学博物館

④ ケータイで「みんぱく異文化発見カルタ」づくり 田尻　信壹
柴田　　元
中牧　弘允

富山大学
大阪府立豊島高等学校
国立民族学博物館

⑤砂絵（点描画）でシンボリズム 中山　京子
松山　利夫

京都ノートルダム女子大学
国立民族学博物館

⑥カリキュラム開発・マイ・アイデア 今田　晃一
木村　慶太
佐藤　優香
林　　勲男

文教大学
香芝市立香芝西中学校
国立歴史民俗博物館
国立民族学博物館

15：15‒15：45 各分科会からの報告
15：45‒16：00 講評 多田　孝志 日本国際理解教育学会副会長
16：00 閉会挨拶 中牧　弘允 国立民族学博物館
16：20 図書室ツアー
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■ 2006年  

写真6 　砂絵（点描画）でシンボリズム

写真5 　仮面をつくってかたって国際理解
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写真8 　なりきりフォルクローレ

写真7 　ケータイで「みんぱく異文化発見カルタ」づくり



 　　資料　10 年分のワークショップ・プログラム　

253

第3回プログラム　【2007年 8 月 6 日・ 7日】

時　間 項　　目 担当者 所　　属
〈1 部〉 講演とミュージアムツアー 中牧　弘允 国立民族学博物館

13：00‒13：10 開会挨拶 松園万亀雄
大津　和子

国立民族学博物館長
日本国際理解教育学会副会長

13：10‒13：40 物が育てる異文化リテラシー
―はじまりはいつも遊びから―

高橋　順一 桜美林大学

13：40‒14：00 みんばっく「ソウルスタイル」の紹介 朝倉　敏夫
佐藤　優香

国立民族学博物館
国立歴史民俗博物館

14：00‒15：00

博学連携実践事例報告
事例1 　ザグレブチェストを使った教材開発の試み 福本　謹一 兵庫教育大学
事例2 　仮面を使った教材開発の試み 秋山　明之 神戸市立楠高等学校
事例3 　特別展
　　　　「みんぱくキッズワールド―こどもとおと

なをつなぐもの―」からの総合的な学び

古川　岳志 吹田市立第一中学校

15：10‒16：30
民博の教員によるギャラリートーク 朝倉　敏夫

杉本　良男
三島　禎子

国立民族学博物館
国立民族学博物館
国立民族学博物館

〈2 部〉

10：30‒10：50 みんばっく「アラビアンナイトの世界」の紹介 西尾　哲夫
佐藤　優香

国立民族学博物館
国立歴史民俗博物館

11：00‒13：45

みんぱくで考えようESDカリキュラム 藤原　孝章
上田　信行
三島　禎子

同志社女子大学
同志社女子大学
国立民族学博物館

明日からできる博学連携―『みんばっく』を使った
カリキュラムのアイデアを出し合おう―

今田　晃一
木村　慶太
杉本　良男

文教大学
広陵町立広陵中学校
国立民族学博物館

くさび形文字で自分の名前を書こう 森　　若葉
八杉　佳穂
青柳　千子

総合地球環境学研究所
国立民族学博物館
元民博研究支援推進員

100円ショップでネイティブ・アメリカン 高橋　順一
岩本　貴永

桜美林大学
桜美林大学アウトリーチ教育コディネーター

〈 3 部〉
14：00‒14：30 『オセアニア大航海展』の見どころ、勘どころ 林　　勲男 国立民族学博物館
14：30‒16：00 ワークショップ

①パンダナス物語 織田　雪江
中山　京子
森茂　岳雄
ピーター・
 マシウス

同志社中学校
京都ノートルダム女子大学
中央大学
国立民族学博物館

② 身近な素材から音が生まれる時
　―竹でつながる太平洋の島々―

居城　勝彦
八代　健志
寺田　𠮷孝

東京学芸大学附属竹早中学校
茨木市立葦原小学校
国立民族学博物館

③ 「割り箸」で地図を作ろう
　―マーシャル諸島の海図作りを体験―

田尻　信壹
山本　泰則

富山大学
国立民族学博物館

④ ケータイでオセアニアかるたつくり 柴田　　元
林　　勲男

大阪府立茨木西高等学校
国立民族学博物館

16：00‒16：30 まとめと講評 多田　孝志 日本国際理解教育学会会長
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■ 2007年  

写真10　みんぱくで考えようESDカリキュラム

写真9 　くさび形文字で自分の名前を書こう
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第4回プログラム　【2008年 8 月 5 日】

時　間 項　　目 担当者 所　　属
〈1 部〉 講演とミュージアムツアー 中牧　弘允 国立民族学博物館

10：20‒10：30 開会挨拶 松園万亀雄
多田　孝志

国立民族学博物館長
日本国際理解教育学会会長

10：30‒11：00 国際理解教育とフィルドワーク
―モノに出会う、人に出会う

大津　和子 北海道教育大学札幌校

11：00‒11：20 国立民族学博物館を活用した博学連携の実践報告 林原　　慎
加藤　謙一

なぎさ公園小学校前教諭
長崎歴史文化博物館

11：25‒11：40 「みんばっく」ができるまで 佐藤　優香 国立歴史民俗博物館

11：50‒12：30
民博の教員によるミュージアムツアー 岸上　伸啓

佐々木利和
八杉　佳穂

国立民族学博物館
国立民族学博物館
国立民族学博物館

12：30‒13：30 昼食＆展示自由見学
〈2 部〉

13：30‒15：20

ワークショップ
① 私にとってのESD 藤原　孝章

上田　信行
南　真木人

同志社女子大学
国立民族学博物館
国立民族学博物館

② 身近な素材から音が生まれる時 居城　勝彦
八代　健志
福岡　正太

東京学芸大学附属竹早中学校
茨木市立葦原小学校
国立民族学博物館

③ ひとかけらのチョコレートから 織田　雪江
八杉　佳穂

同志社中学校
国立民族学博物館

④ 先住民とわたし 中山　京子
森茂　岳雄
岸上　伸啓
佐々木利和

京都ノートルダム女子大学
中央大学
国立民族学博物館
国立民族学博物館

⑤ 「みんばっく」を使ったカリキュラム開発 今田　晃一
木村　慶太
日比野　功
山田　幸生
佐藤　優香
林　　勲男

文教大学
立命館守山中学校
東大阪市教育委員会
香芝市立鎌田小学校
国立歴史民俗博物館
国立民族学博物館

15：30‒15：50 映像でふりかえる講評 上田　信行
多田　孝志

同志社女子大学
日本国際理解教育学会会長

15：50‒16：00 アンケート記入
16：00 閉会挨拶 森茂　岳雄 中央大学
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■ 2008年  

写真12　ひとかけらのチョコレートから

写真11　民博の教員によるミュージアムツアー
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写真14　身近な素材から音が生まれる時

写真13　「みんぱっく」を使ったカリキュラム開発
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第5回プログラム　【2009年 8 月 4 日】

時　間 項　　目 担当者 所　　属
〈1 部〉 講演とミュージアムツアー 中牧　弘允 国立民族学博物館

10：20‒10：30 開会挨拶 須藤　健一
大津　和子

国立民族学博物館長
日本国際理解教育学会副会長

10：30‒11：00 素材から教材へ―開発教育と民博― 藤原　孝章 同志社女子大学
11：00‒11：15 新「みんばっく」〈アイヌ文化にであう〉の紹介 佐々木利和 国立民族学博物館

11：15‒11：30 みんぱくミュジアムパートナーズ（MMP）による博
学連携の取組みに関する報告

MMP

11：40‒12：15
民博の教員によるミュージアムツアー
アフリカ展示・西アジア展示

竹沢尚一郎
川口　幸也
上羽　陽子

国立民族学博物館
国立民族学博物館
国立民族学博物館

12：15‒13：30 昼食＆展示自由見学
〈2 部〉 ワークショップ

13：30‒15：20

① 北西海岸先住民の木箱づくり 木村　慶太
山田　幸生
岸上　伸啓
宇治谷　惠

立命館守山中学校
香芝市立鎌田小学校
国立民族学博物館
国立民族学博物館

② 仮面をつくって語って異文化理解 秋山　明之
笹原　亮二
五月女賢司

神戸市立楠高等学校
国立民族学博物館
国立民族学博物館

③ モノからひらめくモノコード 居城　勝彦
八代　健志
寺田　𠮷孝

東京学芸大学附属竹早中学校
茨木市立葦原小学校
国立民族学博物館

④ ひとかけらのチョコレートから 織田　雪江
八杉　佳穂
鈴木　　紀

同志社中学校
国立民族学博物館
国立民族学博物館

⑤ to私 from私
　―標本資料のふるさとからの便り―

田尻　信壹
上羽　陽子

富山大学
国立民族学博物館

15：30‒15：50 映像でふりかえる講評 大津　和子
上田　信行

日本国際理解教育学会副会長
同志社女子大学

15：50‒16：00 アンケート記入
16：00 閉会挨拶 森茂　岳雄 中央大学
16：00‒16：45 民博図書室見学
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■ 2009年  

写真16　北西海岸先住民の木箱づくり

写真15　仮面をつくって語って異文化理解
















































